
政    策 :
基本施策 :
施    策 :

施策担当職・氏名

(２) 施策目標値の達成状況
基準値 上：戦略目標見込値／下：達成値 目標値 進捗状況

No この施策に関わる施策目標指標
進捗率(%)

単  位

単  位

単  位

(３) 施策を構成する事務事業及び目標値の達成状況
事 務 事 業 名

No 推 移
事務事業目標指標

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績

目 標 値
単   位

実 績
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０４ ひとにやさしく安心・快適で活力あふれるまちを目指します
０５ 持続可能な水道経営
０１ 水道経営基盤の充実

水道経営課総括主査  小林純子

１．施策の平成27年度までの実現状況を明らかにする
(１) 施策の内容

水道事業の収益確保に努め、水道の知識と技術力を有する職員の育成、広報活動など情報発信の充実、広域連携及び官民連

携の推進、委託業務の最適化を進め、いつでも安全な水道水の供給ができる最適な事業形態の水道事業経営を目指します。

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

暮

ら

し

経営資本営業利益率

1 1.9 1.9 1.9 1 1 Ｅ
％ 1.9

1.96 - - - - 0.0

幸

福

滝沢市に愛着がある市民の割合

2 75 75.7 76.4 77 77.7 Ｄ
％ 74.2

72.3 - - - - △54.3

平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度



針

す。

【引継課題】

民間

に

の業務専門知識を活用

つ

することによって、業

い

務の効率化、平準化、

て

迅速化、信頼性の向上

の

を図り、かつ、業務委

達

託の進

展により対応す

成

る職員削減と、上下水

（

道部全体の組織体制の

実

見直しをすすめ、効率

現

的な経営につとめます

）

。

業務委託にあたって

状

は、プロポーザル方式

況

により業者選定を行い

Ｂ

、業務の確実な移行を

概

実施する必要がありま

ね

す。

達成した

Ｂ 概ね達成した

(１) 施策の実現に影響する社会環境変化
Ｂ 社会環境変化あり

(２) 基本施策との関連性から施策の見直し
Ａ 必要なし

４．施策の実現に向けての今後の取り組みと方向性を明らかにする

Ｂ 課題あり
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２．施策の実現に向けての平成27年度までの取り組み状況を分析する

水道事業が施設の「新設」から「維持・更新」へと移行しつつある現在、水道施設更新に伴

政

う費用の増加や将来の

 

人口減少

による水需要

 

の減少等により、水道

 

事業の経営環境は今後

 

厳しさを増すと見込ま

策

れます。安全な水道水

:

を安定供給するため

に

基

は、経費抑制、収入の

本

確保、業務の効率化、

施

人材育成と技術の確保

策

及び継承等などの経営

:

基盤の強化が必要であ

施

り、健全

な水道経営を

 

目指して平成34年度

 

までの水道事業の指針

 

となる新水道ビジョン

 

の策定に取り組みまし

策

た。

(２) 基本計画

:

内の取り組みと方針の

施

うち、平成27年度の

策

重点課題の達成（実現

担

）状況

【重点課題】

効

当

率的な事業経営に努め

職

、職員研修、広報活動

・

の充実を図ります。

【

氏

重点課題に対応した達

名

成状況】

新水道ビジョ

(

ン及び前期経営計画に

１

ついて、滝沢市上下水

)

道事業経営審議会の答

 

申を受けました。

職員

施

の知識と技術の向上を

策

図るための計画的な職

目

員研修、業務の効率化

標

・平準化・迅速化を図

の

るための業務委託の見

達

直し、

水道事業への理

成

解を深めていただくた

（

めの広報活動の充実に

実

努めました。

３．施策

現

の実現に向けての平成

）

27年度実施後での変

に

化を認識する

給水人口

向

及び給水収益は微増し

け

ていますが、将来的に

た

は、少子高齢化や水道

基

使用者の節水意識の定

本

着等さまざまな社会構

計

造

の変化を要因として

画

、給水収益が減少して

期

いくものと予想されま

間

す。

基本施策達成のた

内

め、現時点では当施策

の

の見直しは必要ないと

取

考えます。

(１) 平

り

成29年度方針策定に

組

際し、今後の方向性や

み

引継課題

【今後の方向

と

性】

引き続き健全かつ

方

効率的な経営に努めま



政    策 :
基本施策 :
施    策 :
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(４)所管実行計画事業費一覧
事    務    事    業    名

No 分    野    別    計    画
計画額 実績額 比較 (%)

実    施    計    画
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7784  水道事業経営

0 0 0.0


